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(57)【要約】
　１つ以上の活動センサーからユーザーの活動を説明す
る活動データを集め、活動データを用いて活動への免疫
応答を予測するための、システム、方法、及び非一時的
コンピューター可読ストレージ媒体。免疫応答の予測は
、人口統計学的ユーザーデータ、活動データ、血液サン
プルデータ、個人的な遺伝子情報に基づいた免疫応答予
測モデルの作成、個別化、及び精緻化を含み得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザー入力に関連付けられたディスプレイと、
　プロセッサー、通信インターフェース、及び命令を格納するメモリーに結合した活動セ
ンサーを備えた器具であって、前記命令が、前記プロセッサーにより実行された際に、前
記器具に、
　　前記ユーザー入力を通じて、自己報告されたユーザー情報を受信し、
　　前記自己報告されたユーザー情報に基づいて、少なくとも１つの免疫に関する目標を
達成するための推奨ベースライン活動レジメンを作成し、
　　前記推奨ベースライン活動レジメンを表示し、
　　前記活動センサーから前記ユーザー用の活動データを受信し、
　　いつ、前記活動データが前記推奨ベースライン活動レジメンから所定閾値の程度に逸
脱するユーザー活動を示すかを判定し、かつ
　　前記ユーザーに、前記推奨ベースライン活動レジメンからの前記逸脱を矯正するため
のフィードバックを提供するようにさせる、前記器具。
【請求項２】
　前記命令がさらに、前記器具に、
　前記ユーザーから前記ユーザー入力を通じて、ネットワークロケーションからのユーザ
ー血液サンプルデータに対するアクセスのユーザー許可を受信し、
　前記通信インターフェースを用いて、前記ネットワークロケーションからの血液サンプ
ルデータを取得し、かつ
　前記血液サンプルデータに基づいて前記推奨ベースライン活動レジメンを更新するよう
にさせる、請求項１に記載の器具。
【請求項３】
　前記命令がさらに、前記器具に、前記血液サンプルデータに基づいて前記推奨ベースラ
イン活動レジメンを個別化して、１種以上の特定の血液細胞の動員を増大する最新の活動
レジメンを作成するようにさせる、請求項２に記載の器具。
【請求項４】
　前記血液サンプルデータが、ある時間期間にわたり実施された複数の採血のデータを含
み、前記命令がさらに、前記器具に、前記血液サンプルデータに基づいて前記推奨ベース
ライン活動レジメンを更新して、血液細胞動員への動員スタッキング効果を増大する最新
の活動レジメンを作成するようにさせる、請求項２に記載の器具。
【請求項５】
　前記命令がさらに、前記器具に、前記メモリーに格納された動員予測モデルに前記自己
報告されたユーザー情報を入力することにより、少なくとも１つの免疫に関する目標を達
成するための推奨ベースライン活動レジメンを作成するようにさせる、請求項１に記載の
器具。
【請求項６】
　前記命令がさらに、前記通信インターフェースに、
　動員予測モデルに前記自己報告されたユーザー情報を入力することにより、前記自己報
告されたユーザー情報を、少なくとも１つの免疫に関する目標を達成するための推奨ベー
スライン活動レジメンを作成するためのプログラムを収容するネットワークロケーション
に伝送し、かつ
　前記ネットワークロケーションから、前記推奨ベースライン活動レジメンを受信するよ
うにさせる、請求項１に記載の器具。
【請求項７】
　前記命令がさらに、前記器具に、前記推奨ベースライン活動レジメンの一部として、活
動タイプ、労作強度、及び労作持続時間のうちの１つ以上を表示するようにさせる、請求
項１に記載の器具。
【請求項８】
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　前記活動センサーが、心拍モニター、加速度計、血圧モニター、外気温モニター、体温
モニター、ロケーショントラッキングシステム、圧力センサー、皮膚コンダクタンスセン
サー、及び血中酸素濃度センサーのうちの１つ以上を備えた、請求項１に記載の器具。
【請求項９】
　前記命令がさらに、前記器具に、
　前記通信インターフェースを通じて、ユーザーがネットワークロケーションからの個人
的な遺伝子情報にアクセスするリクエストをすることを可能にするインターフェースエレ
メントを表示し、かつ
　前記通信インターフェースを通じて、ネットワークロケーションからの個人的な遺伝子
情報を受信するようにさせ、
　前記自己報告されたユーザー情報が、一塩基多型データ及び全遺伝子配列データのうち
の１つ以上を含む個人的な遺伝子情報を含む、請求項１に記載の器具。
【請求項１０】
　請求項１に記載の器具であって、
　力測定データを収集するための圧力センサーと、
　前記力測定データを伝送するためのワイヤレス通信インターフェースとを備える手袋を
さらに備え、
　前記通信インターフェースがさらに、前記手袋のワイヤレス通信インターフェースから
力測定データを受信するように構成され、
　前記命令がさらに、前記器具に、前記力測定データを使用して、いつ、前記活動データ
が前記推奨ベースライン活動レジメンから所定閾値の程度に逸脱するユーザー活動を示す
かを判定するようにさせる、前記器具。
【請求項１１】
　請求項１に記載の器具であって、
　力測定データを収集するための圧力センサーと、
　前記力測定データを伝送するためのワイヤレス通信インターフェースとを備える靴イン
サートをさらに備え、
　前記通信インターフェースがさらに、前記靴インサートのワイヤレス通信インターフェ
ースから力測定データを受信するように構成され、
　前記命令がさらに、前記器具に、前記力測定データを使用して、いつ、前記活動データ
が前記推奨ベースライン活動レジメンから所定閾値の程度に逸脱するユーザー活動を示す
かを判定するようにさせる、前記器具。
【請求項１２】
　請求項１に記載の器具であって、
　前記推奨ベースライン活動レジメンを実施した後のユーザーの血液を収集し、前記収集
された血液サンプルを血液分析実体に送信するように構成された、血液収集器具ならびに
血液保存及び貯蔵ユニットを収容する血液収集キットをさらに備え、
　前記通信インターフェースがさらに、前記血液分析実体に関連付けられたネットワーク
ロケーションから、一式の血液分析結果を受信するように構成され、
　前記命令がさらに、前記器具に、前記血液分析結果を用いて前記推奨ベースライン活動
レジメンを更新するようにさせる、前記器具。
【請求項１３】
　プロセッサー、通信インターフェース、及び命令を格納するメモリーに結合した活動セ
ンサーを備えた器具であって、前記命令が前記プロセッサーにより実行された際に、前記
器具に、
　少なくとも１つの免疫に関する目標を達成するための推奨ベースライン活動レジメンを
作成し、
　前記活動センサーからユーザー用の活動データを受信し、
　いつ、前記活動データが前記推奨ベースライン活動レジメンから所定閾値の程度に逸脱
するユーザー活動を示すかを判定し、かつ
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　前記ユーザーに、前記推奨ベースライン活動レジメンからの前記逸脱を矯正するための
フィードバックを提供するようにさせる、前記器具。
【請求項１４】
　前記通信インターフェースが自己報告されたユーザー情報を受信するように構成され、
前記推奨ベースライン活動レジメンが前記自己報告されたユーザー情報を１つの要素とし
て用いて作成される、請求項１３に記載の器具。
【請求項１５】
　前記プロセッサーと結合したディスプレイをさらに備え、前記メモリーがさらなる命令
を格納し、前記命令が前記プロセッサーにより実行された際に、前記ディスプレイに、
　　前記推奨ベースライン活動レジメンの表現物及び前記活動データの表現物を表示し、
かつ
　　前記ユーザーに前記推奨ベースライン活動レジメンからの前記逸脱を矯正するための
フィードバックを提供するためのフィードバックエレメントを表示するようにさせる、請
求項１３に記載の器具。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明技術は免疫療法に関し、より詳細には、血液細胞動員の最適化に関する。
【０００２】
　関連出願の相互参照
　本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１５年７月２３
日出願の“ＭＥＴＨＯＤ　ＡＮＤ　ＳＹＳＴＥＭ　ＦＯＲ　ＣＥＬＬ　ＭＯＢＩＬＩＺＡ
ＴＩＯＮ”という標題の米国仮出願第６２／１９５，８３７号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００３】
　血液細胞、例えば幹細胞、血液前駆細胞、赤血球、及び全ての主要なタイプの白血球は
、運動により効果的に動員することができる。そのため、運動は様々な形で免疫に影響を
及ぼし得る。例えば、規則的な中強度の運動は、人々を一部の疾患、特に（風邪のような
）上気道に関する疾患から守る助けとなり得る。しかし、過度な運動は逆効果となり免疫
を低下させる場合がある。当技術分野では、各人の特定の状況に対し、どの程度の運動が
十分か、いつ運動するのが適切でいつそうではないか、どのタイプの運動が適切かについ
て、さらに他の運動及び免疫に関する情報について、通知することが必要とされている。
また、当技術分野では、各人の本質的特性及び定量化された可変の個人的特色に基づいた
、免疫に影響する活動についての推奨を個別化することも必要とされている。
【発明の概要】
【０００４】
　本開示の追加的特徴及び利点は、この後の発明を実施するための形態に記載され、一部
は発明を実施するための形態から明らかになるが、あるいは本項で開示する原理を実施す
ることによっても知ることができる。本開示の特徴及び利点は、特許請求の範囲で具体的
に指摘する器具及び組み合わせにより、実現し、得ることができる。本開示のこれらの特
徴及び他の特徴は、以下の発明を実施するための形態及び付属の請求項からより十分に明
らかとなるが、あるいは本項に記載する原理を実施することによっても知ることができる
。
【０００５】
　人口統計学的ユーザーデータ、活動データ、血液サンプルデータ、個人的な遺伝子情報
に基づいた免疫応答予測モデルを作成、個別化、及び精緻化するためのシステム、方法、
非一時的コンピューター可読ストレージ媒体が開示される。
【０００６】
　本発明技術の一部の実施形態は、ユーザー情報を入力し、このユーザー情報に基づいて
、少なくとも１つの免疫に関する目標を達成するために推奨ベースライン活動レジメンの
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作成に使用することができるユーザー装置を含む。少なくとも１つの免疫に関する目標を
達成するための推奨ベースライン活動レジメンは、メモリーに格納されているかまたはネ
ットワークロケーションから得られる免疫応答予測モデルを用いて作成することができる
。また、ユーザー装置は活動センサーと結合することもでき、この活動センサーからユー
ザー用の活動データを受信することができる。活動センサーは、ユーザー装置と物理的に
一体化しても、ユーザー装置とワイヤレス結合してもよい。また、ユーザー装置は、様々
なユーザー活動データを収集する複数の活動センサーと同時に結合してもよい。活動セン
サーは、心拍モニター、加速度計、血圧モニター、外気温モニター、体温モニター、ロケ
ーショントラッキングシステム、圧力センサー、皮膚コンダクタンスセンサー、血中酸素
濃度センサー、血糖値モニター、ペースメーカーなどのうちの１つ以上とすることができ
る。
【０００７】
　ユーザー装置は、いつ、活動データが推奨ベースライン活動レジメンから逸脱するユー
ザー活動を示すかを判定することができ、かつユーザー装置に推奨ベースライン活動レジ
メンからの逸脱を矯正するためのフィードバックを提供することができる。ユーザー装置
は、推奨ベースライン活動レジメンの一部として、活動タイプ、労作強度、及び労作持続
時間のうちの１つ以上を表示するようにさせることができる。
【０００８】
　また、本発明技術の一部の実施形態は、ユーザー装置が、ユーザーの血液サンプルデー
タ及び／または個人的な遺伝子情報の取得、ならびに血液サンプルデータ及び／または個
人的な遺伝子情報に基づいた推奨ベースライン活動レジメンの更新を許可することにオプ
トインすることをユーザー装置上で選択可能なインターフェースエレメントを表示するユ
ーザー装置も含む。また、ユーザー装置は、血液サンプルデータ及び／または個人的な遺
伝子情報に基づいて推奨ベースライン活動レジメンを個別化して、１つ以上の特定の血液
細胞の動員を増大する最新の活動レジメンを作成することもできる。
【０００９】
　また、本発明技術の一部の実施形態は、活動がどのように免疫応答に影響を及ぼすと予
測されるかに関するフィードバックをユーザー装置に提供する方法も含む。本発明技術は
、免疫応答に関する自己報告されたユーザー入力データを受信し、自己報告されたユーザ
ー入力データに基づいて推奨ベースライン活動レジメンを作成する方法を含んでもよい。
推奨ベースライン活動レジメンは、臨床的に作成された血液動員モデルを使用し、血液動
員モデルにユーザー情報を入力することにより作成することができる。
【００１０】
　また、本発明技術の一部の実施形態は、活動センサーからユーザー用の活動データを受
信すること、活動データが推奨ベースライン活動レジメンから所定閾値の程度に逸脱する
活動を示していると判定すること、及び推奨ベースライン活動レジメンからの逸脱に関す
るフィードバックをユーザー装置に提供することも含む。
【００１１】
　さらに、本発明技術は、医療情報、血液サンプルデータ、個人的な遺伝子情報などを取
得するためのユーザー同意を受信すること、及び収集された情報を使用して推奨ベースラ
イン活動レジメンを個別化することを含む方法を含んでもよい。
【００１２】
　また、本発明技術の一部の実施形態は、ある特定の治療血液細胞を動員することにより
血液ドナーを刺激する方法も含む。当該方法は、ユーザーの自己報告された情報を臨床的
に作成された血液動員モデルに記入すること、及び１つ以上の治療血液細胞の動員を増大
するための推奨ベースライン活動レジメンを作成することを含んでもよい。また、血液ド
ナーを刺激することは、ユーザーが装着する活動センサーから活動データを受信すること
、いつユーザーデータが推奨ベースライン活動レジメンから所定閾値の程度に逸脱する活
動を示しているかを判定すること、及び推奨ベースライン活動レジメンからの逸脱を補正
するためのフィードバックをユーザー装置に提供することも含んでもよい。
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【００１３】
　また、本発明技術の一部の実施形態は、予測血液動員応答を表示することができる方法
、器具、及びコンピューター可読媒体も含む。これらの実施形態は、ユーザー情報を臨床
的に作成された統計的母集団用の血液動員モデルに入力して個別化された免疫応答モデル
を作成すること、個別化された免疫応答モデルに基づいて、ユーザーにとって血液動員応
答をもたらすことが予測される活動を特定すること、ならびにこの活動及び予測血液動員
応答を表示することを含んでもよい。また、これらの実施形態は、ユーザーから活動デー
タを受信することと、及び受信された活動データが予測血液動員応答に及ぼすことが予測
される予測効果に基づいて、ユーザーインターフェースエレメントを修正することも含む
ことができる。また、血液サンプルデータは、ユーザー活動と血液サンプルデータで観察
される実際の血液動員応答との間の相関を決定するために使用することもでき、この相関
は、個別化された免疫応答モデルの修正及び、ユーザーにとって活動の血液動員応答を増
大すると予測される活動修正の決定に使用することができる。同様に、血液サンプルデー
タは、ユーザー活動と免疫細胞の細胞表面タンパク質との間の予測相関の確認に使用する
こともできる。
【００１４】
　本開示における、上に列挙した利点及び特徴ならびに他の利点及び特徴を得ることがで
きる方法を説明するため、付属の図面に図示される本原理の特定の実施形態を参照するこ
とにより、上で簡単に説明した本原理をより具体的に説明していく。これらの図面は、本
開示における例示的な実施形態のみを表し、したがってその範囲を限定するとみなされる
べきではないことを理解の上、以下の付属図面を使用して、本明細書の原理をさらに具体
的かつ詳細に記載し説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明技術の一部の実施形態による、活動がどのように免疫の健康状態に影響を
及ぼし得るかを表示するシステムを図示している。
【図２Ａ】本発明技術の一部の実施形態による、免疫応答情報を表示するグラフィカルユ
ーザーインターフェースの例を図示している。
【図２Ｂ】本発明技術の一部の実施形態による、免疫応答情報を表示するグラフィカルユ
ーザーインターフェースの例を図示している。
【図２Ｃ】本発明技術の一部の実施形態による、免疫応答情報を表示するグラフィカルユ
ーザーインターフェースの例を図示している。
【図２Ｄ】本発明技術の一部の実施形態による、免疫応答情報を表示するグラフィカルユ
ーザーインターフェースの例を図示している。
【図２Ｅ】本発明技術の一部の実施形態による、免疫応答情報を表示するグラフィカルユ
ーザーインターフェースの例を図示している。
【図３】本発明技術の一部の実施形態による、免疫応答に関する個別化された情報を有す
るユーザー装置の提供方法を図示している。
【図４】分散型の複数のユーザーからのデータを用いて、臨床的に作成された免疫応答予
測モジュールを精緻化するシステムを図示している。
【図５】本発明技術の一部の実施形態による、活動データ、ユーザー情報、及び血液サン
プルデータを用いて免疫応答予測モデルを個別化するシステムを図示している。
【図６】本発明技術の一部の実施形態による、いつ活動が推奨ベースライン活動レジメン
に適合しているか、または逸脱しているかに関するフィードバックをユーザー装置に提供
する方法を図示している。
【図７Ａ】短期免疫細胞動員曲線の例を図示している。
【図７Ｂ】短期免疫細胞動員曲線の例を図示している。
【図７Ｃ】短期免疫細胞動員曲線の例を図示している。
【図７Ｄ】短期免疫細胞動員曲線の例を図示している。
【図７Ｅ】短期免疫細胞動員曲線の例を図示している。
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【図８Ａ】中期免疫細胞動員曲線の例を図示している。
【図８Ｂ】中期免疫細胞動員曲線の例を図示している。
【図８Ｃ】中期免疫細胞動員曲線の例を図示している。
【図８Ｄ】中期免疫細胞動員曲線の例を図示している。
【図９Ａ】運動の強度及び持続時間がどのように細胞動員に影響を及ぼすかについての例
を図示している。
【図９Ｂ】運動の強度及び持続時間がどのように細胞動員に影響を及ぼすかについての例
を図示している。
【図１０】本発明技術の一部の実施形態による、動員スタッキングの技法を図示している
。
【図１１】２名の対象における免疫応答の顕著な差を示す一連の図表を図示している。
【図１２Ａ】本発明技術の一部の実施形態による、血液サンプルを採取するためのキット
の例を図示している。
【図１２Ｂ】本発明技術の一部の実施形態による、血液サンプルを採取するためのキット
の例を図示している。
【図１２Ｃ】本発明技術の一部の実施形態による、血液サンプルを採取するためのキット
の例を図示している。
【図１２Ｄ】本発明技術の一部の実施形態による、血液サンプルを採取するためのキット
の例を図示している。
【図１３Ａ】考えられる代表的なシステム実施形態を図示している。
【図１３Ｂ】考えられる代表的なシステム実施形態を図示している。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本開示の様々な実施形態を、以下で詳細に論じる。特定の実装が論じられているが、こ
れは例示する目的でなされているに過ぎないことを理解されたい。関連技術分野の当業者
であれば、他の構成要素及び構成も本開示の趣旨及び範囲から離れることなく使用され得
ることを認識することになる。
【００１７】
　本開示技術は、当技術分野における、各人の本質的特性及び定量化された可変の個人的
特色に基づいた免疫応答モデルを個別化することの必要性に対処するものである。また、
本開示技術は、どのようにユーザーの活動が免疫応答に影響を及ぼすかを予測すること、
及び活動後の血液サンプルデータに基づいて免疫応答モデルを個別化することの必要性に
も対処する。また、本開示技術は、どのようにユーザーの活動が免疫応答に影響を及ぼす
と予測されるかについてユーザーに通知することの必要性にも対処する。例えば、ユーザ
ーへの通知には、どの程度の運動が免疫に関する目標を達成するために十分であるか、い
つ運動するのが免疫に関する目標を達成するために適切であるか、いつ運動するのが免疫
に関する目標に対し有害となり得るか、ユーザーの特定の状況において、どのタイプの運
動が免疫に関する目標を達成するために適切であるかの通知、そして他の活動に関する免
疫情報の通知を、ユーザーに行うことが含まれ得る。
【００１８】
　上記で説明したように、血液細胞、例えば幹細胞、血液前駆細胞、赤血球、及び全ての
主要なタイプの白血球は、ヒトの活動を通じて効果的に動員することができる。本発明技
術の一部の実施形態は、ベースライン健康状態と心拍などの運動測定基準とのリアルタイ
ムな関連付けを通じて、成熟免疫細胞及び免疫前駆細胞の循環を制御することを含む。一
部の状況では、循環の制御、免疫細胞タンパク質及び表面構造の変化などは、短時間の中
～高強度の有酸素運動を使用することにより達成され得る。例えば、一部の場合において
、いくらかの動員を達成するには運動時間は５分を超えなくてもよい。また、一部の場合
において、白血球細胞及び幹細胞／前駆細胞の濃度は、長時間運動するほど、初期の濃度
増加の後に急速な低下がもたらされる可能性もある。また、循環免疫システムの変化は、
軽いウォーキングまたは立つことも含めてほとんどあらゆる活動から発生する。
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【００１９】
　本発明技術の一部の実施形態は、運動の後の動員を観察し、臨床的分析（例えば、血球
計算アッセイ）を用いてその効果を定量化することにより、免疫応答予測モデルを作成す
ることを含む。免疫応答は、血液細胞の動員により著しく影響を受けるため、本開示は特
に、動員の変化の予測、動員モデルの個別化、活動と動員との間の相関の決定、動員目標
などを指すことがある。しかし、本開示による恩恵を受ける当業者であれば、本発明技術
が、他の免疫因子の変化の予測、他の免疫応答因子に基づく他の免疫応答モデルの個別化
、活動と他の免疫応答因子との相関の決定、他の免疫応答の目標、循環細胞または組織レ
ベルの細胞の動員、免疫細胞の表面タンパク質の変化などに適用され得ることを容易に理
解することになる。
【００２０】
　免疫応答予測モデルは、様々な集団、例えば性別グループ、民族、年齢別グループ、遺
伝子的グループ分けなどの統計的サンプルに対し実施する観察に基づき得る。本発明技術
は、免疫応答予測モデルを使用して、活動データ及びユーザーの人口統計学的データを調
べることによりユーザーの実際の免疫応答を予測することを含んでもよい。例えば、免疫
細胞及び前駆細胞の動員ならびにクリアランス速度の変化、免疫細胞のタンパク質及び表
面構造の変化、リボ核酸（ＲＮＡ）の発現などは全て、活動労作レベル、運動時心拍数、
安静時心拍数、安静時心拍数と運動時心拍数との間の差、運動時間、時刻、固有の身体的
パラメーター（例えば、年齢、性別など）の組み合わせを調べ、調べたデータを予測モデ
ルに適用することにより、予測することができる。
【００２１】
　本発明技術の一部の実施形態は、身長、体重、性別、及び年齢などの個人データと組み
合わせた集団平均を用いて、所定の活動に対する免疫応答の全般的予測を作成することを
含む。ユーザーの動員の予測は、実際の動員のデータポイントを収集して、様々な調節の
効果における個人間の変動を考慮することにより、さらに最適化することができる。より
個別化された動員モデルを達成するため、本発明技術の一部の実施形態は、個人的な遺伝
子情報及び１つ以上の採血からの血液分析データを得て分析すること及び、この分析デー
タを使用して予測の最適化、結果の定量化などを行うことを含み、これは以下でさらに詳
細に説明する。同様に、実際の活動後の採血から観察されるＴ細胞及び／またはナチュラ
ルキラー（ＮＫ）細胞のターンオーバー速度の変化は、さらなるデータポイントを提供し
得る。
【００２２】
　統計的集団のデータを収集した後は、臨床現場で免疫応答予測モデルを作成することが
でき、同じまたは同様な集団の他の個人に、どのように同じまたは同様な活動が自らの免
疫応答に影響を及ぼすかについての予測を提供するために使用することができる。
【００２３】
　図１に図示するシステム１００は、臨床的に作成された免疫応答予測モデル及び実際の
定量化されたユーザー血液サンプルデータに基づいて、ユーザーに対し、どのように活動
がユーザーの免疫健康状態に影響を及ぼし得るかに関する情報を提供する。システム１０
０には、ディスプレイ１０２を有する装置１０１、プロセッサー１０８、メモリー１１０
、予測エンジン１０６、及び通信インターフェース１１４が含まれている。装置１０１は
、入力装置にも関連付けられている。例えば、ディスプレイ１０２は、自らが入力装置と
して機能するタッチセンサー式のディプレイを備えてもよい。
【００２４】
　メモリー１１０に格納される命令は、プロセッサー１０８により実行された際に、装置
１０１に、ユーザー情報（例えば、年齢、体重、民族、健康状態、性別、概日リズムデー
タなど）の受信に使用され得る１つ以上のユーザーインターフェースエレメント１０４ａ

、１０４ｂ、・・・１０４ｎを表示させる。ユーザー情報は、血液細胞動員に相関するこ
とが臨床的に示された因子、または血液細胞動員に変化を引き起こすことが判明した因子
に関連し得る。
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【００２５】
　一部の場合において、ユーザー情報は、健康管理専門職（例えば、医師、臨床医、フィ
ットネス専門職など）の記録から受信され得る。例えば、ユーザー装置は、受診の間に、
健康管理専門職のコンピューターシステムから情報を装置１０１にダウンロードするのに
使用することができる。また、健康管理専門職は、患者のために装置１０１をプリロード
し、ユーザーが免疫応答をトラッキングするために装置１０１の使用（例えば、活動トラ
ッカーの着用、歩数計の携帯）を開始するようにリクエストまたは指定することができる
。同様に、患者は、医師または臨床医がユーザー情報（以下でより詳細に説明する血液サ
ンプルデータ、個人的な遺伝子データなど）を免疫応答モデリング実体（以下でより詳細
に説明する）に流すことを許可することができ、免疫応答モデリング実体は、ユーザー用
の装置のカスタマイズ、ユーザーとのアカウント確立、ユーザー用の活動データの格納、
血液サンプル分析後の血液細胞動員のトラッキングなどをすることができる。
【００２６】
　また、システム１００は、１種以上の臨床的に作成された免疫応答予測モデルをメモリ
ー１１０に格納することもでき、または通信インターフェース１１４は、免疫応答モデリ
ング実体１１６からネットワーク１２２を介し、１種以上の臨床的に作成された免疫応答
予測モデルをリクエストすることができる。また、予測エンジン１０６は、プロセッサー
１０８が、臨床的に作成された免疫応答予測モデルに基づいて、かつユーザー用に受信し
たユーザー情報に基づいて、個別化された免疫応答モデルを作成するようにさせるように
構成される。一部の実施形態において、装置１０１は、通信インターフェース１１４を用
いて、ユーザー情報を免疫応答モデリング実体１１６に伝送する。
【００２７】
　予測エンジン１０６はさらに、プロセッサー１０８が、個別化された免疫応答モデルに
基づいて、ユーザーにとって血液動員応答をもたらすことが予測される活動を特定するよ
うにさせるように構成される。一部の場合において、ユーザーインターフェースエレメン
ト１１８ａ、１１８ｂ、・・・１１８ｎは、活動の表現、予測される血液動員応答の表示
、活動の推奨などのために表示されてもよい。また、プロセッサー１０８は、活動が血液
細胞の動員に及ぼす予測効果のグラフィカルな表現を、装置１０１に表示するようにさせ
てもよい。携帯用電子装置及び装着型活動トラッキング装置における免疫応答情報を表示
するためのグラフィカルユーザーインターフェースの例については、後述する。
【００２８】
　また、装置１０１は、プロセッサー１０８に結合し、ユーザー活動を説明する活動デー
タをユーザーから受信するように構成された活動トラッカー１１２も含むことができる。
例えば、活動トラッカー１１２は、心拍モニターからのデータをトラッキングすることが
できる。活動トラッカー１１２は、活動データを、装置１０１内に統合された活動センサ
ーから、装置１０１（例えば、スマートウォッチ）にワイヤレス結合した活動センサーか
ら、通信インターフェース１１４を介したネットワークロケーションから、その他から受
信することができる。活動センサーの例は以下に記載するが、あるいは本開示による恩恵
を受ける当業者には明らかとも考えられる。
【００２９】
　予測エンジン１０６はさらに、プロセッサー１０８が、個別化された免疫応答モデル及
びユーザー活動データに基づいて、活動データが予測される血液動員応答に及ぼすことが
予測される予測効果を決定するようにさせるように構成される。一部の実施形態において
、予測エンジン１０６はさらに、プロセッサー１０８が、新規のユーザーインターフェー
スエレメント（図示せず）またはユーザーインターフェースエレメント１１８ａ、１１８

ｂ、・・・１１８ｎのうちの１つ以上に、個別化された免疫応答モデルに及ぼす予測効果
を表示するようにさせるように構成される。例えば、活動トラッカー１１２が、ユーザー
が提案された活動で所定時間の間最適な心拍を持続したことを判定した際に、ユーザーイ
ンターフェースエレメント１１８ａは、指定の免疫に関する目標に対処すると予測される
推奨活動に関して、どのようにユーザーが進歩しているかを示す最新情報を、ユーザー装
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置に表示するように修正することができる。
【００３０】
　また、本発明技術の一部の実施形態は、１つ以上の採血からの定量化された血液サンプ
ルデータに基づいて、個別化された免疫応答モデルを修正することも含む。例えば、ユー
ザーは、活動トラッカー１１２により観察された活動後に血液サンプルを提供してもよい
。血液サンプルは、（例えば、血球計算アッセイを用いて）血液サンプル分析実体１２４
により分析され、通信インターフェース１１４は、血液サンプルデータがダウンロード可
能であるというメッセージを受信してもよい。メッセージの受信後、プロセッサー１０８
は、ユーザーインターフェースエレメント１２０に、ユーザーの自己認証及び血液サンプ
ルデータのダウンロードへの同意のリクエストが表示されるようにさせてもよい。ユーザ
ーによる自己認証及び同意の後、プロセッサー１０８は、通信インターフェース１１４が
、ネットワーク１２２を介し血液サンプル分析実体１２４から血液サンプルデータをダウ
ンロードするようにさせる。
【００３１】
　予測エンジン１０６はさらに、プロセッサー１０８が、血液サンプルデータに基づいて
、ユーザー活動と血液サンプルデータにおいて観察される実際の血液動員応答との相関を
決定させるように構成される。相関が観察された後、予測エンジンは、ユーザー活性と実
際の血液動員応答との間の相関に基づいた個別化された免疫応答モデルを修正することが
できる。また、血液サンプルデータ、活動データ、及び血液サンプルデータにおいて観察
されるユーザー活動と実際の血液動員応答との間の相関は、さらなる今後の分析、機械学
習などのためにメモリーに格納することもできる。
【００３２】
　一部の場合において、複数の接続された装置を、ユーザーデータ、活動のトラッキング
、ユーザーフィードバックの提供に使用してもよい。また、フィードバックは種々の時間
間隔を有してもよい。例えば、ユーザー装置は、即座のフィードバックに代えてまたは加
えて、日ごとの報告、週ごとの報告などをするように構成されてもよい。また、ユーザー
同意のフィードバックがあれば、報告を第三者、例えば、医師、雇用者、保険業者などに
伝達してもよい。
【００３３】
　図２Ａ～図２Ｅは、本発明技術の一部の実施形態による、携帯用電子装置及び装着型活
動トラッキング装置における免疫応答情報を表示するグラフィカルユーザーインターフェ
ースの例を図示している。
【００３４】
　図３は、本発明技術の一部の実施形態による、ユーザーへの免疫応答に関する個別化さ
れた情報の提供方法３００を図示している。方法３００は、装置上で、臨床的に作成され
た統計的集団の免疫応答予測モデルを受信すること３０２と、装置のディスプレイ上に、
ユーザー情報を受信するためのユーザーインターフェースを表示すること３０４とを含む
。次に、方法３００は、臨床的に作成された免疫応答予測モデルに基づいて、かつユーザ
ー情報に基づいて、個別化された免疫応答モデルを作成すること３０６を含む。また、方
法３００は、個別化された免疫応答モデルを使用して、臨床的に作成された免疫応答予測
モデルにより、統計的集団におけるユーザーの血液動員応答をもたらすことが予測される
活動を特定すること３０８を含む。また、方法３００は、活動及び予測される血液動員応
答を表現する１つ以上のユーザーインターフェースエレメントを表示すること３１０も含
む。
【００３５】
　次に、方法３００は、ユーザー活動を説明する活動データを活動センサーから受信する
装置３１２を含む。例えば、装置はそれ自身が１つ以上の活動センサーを含んでもよく、
あるいは装置は、別の活動トラッキング装置における活動センサーから（例えば、装着型
活動センサーからワイヤレスに）活動データを受信してもよい。また、方法３００は、個
別化された免疫応答モデル及び活動データに基づいて、活動データが血液動員応答に及ぼ
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す予測効果を判定すること３１４を含む。次に、方法３００は、予測効果をユーザーイン
ターフェースエレメントとして表示すること３１６を含んでもよい。
【００３６】
　ユーザー情報を臨床的に作成された免疫応答モデルに適用して個別化された免疫応答モ
デルを形成することに加えて、方法３００は、実際の細胞動員データを用いて個別化され
た免疫応答モデルを修正するために、ユーザーから血液サンプルデータを受信すること３
１８も含む。例えば、血液サンプルデータは、ユーザーからのベースライン血液サンプル
と、ユーザーがユーザー活動を実施した後にユーザーから得られた血液サンプルとから引
き出すことができる。また、方法３００は、血液サンプルデータに基づいて、ユーザー活
動と、血液サンプルデータにおいて観察される実際の血液動員応答との間の相関を決定す
ること３２０、及びユーザー活動と実際の血液動員応答との間の相関に基づいて、個別化
された免疫応答モデルを修正すること３２２を含んでもよい。
【００３７】
　所定の活動における動員の全般的予測は、集団平均を個人データ（例えば、身長、体重
、性別、または年齢）と合わせたものを用いて行うことができる。しかし、ユーザーの免
疫応答の予測は、様々な動員調節の効果における個人間の変動が顕著であることから、実
際の動員のデータを収集することにより最適化され得る。
【００３８】
　ユーザー活動データ及び活動後の実際の血液動員応答に基づいてユーザーの個別化され
た免疫応答モデルを修正することに加えて、本発明技術の一部の実施形態は、ユーザーデ
ータ及び血液サンプルデータを免疫応答予測モデルの精緻化に使用する許可への同意があ
る分散型ユーザーベースを活用する免疫応答モデリング学習エンジンを含む。
【００３９】
　図４は、分散型の複数のユーザーからのデータを用いて、臨床的に作成された免疫応答
予測モジュールを精緻化するシステム４００を図示している。ユーザーは、個人情報、活
動データ、及び血液サンプルデータを共有することにオプトインすることができ、共有デ
ータは新たな見識の特定や臨床的に作成された免疫応答モデルの精緻化に使用することが
できる。
【００４０】
　システム４００に含まれる免疫応答モデリング実体４０４は、参加者からなる統計的集
団の臨床的観察を使用して、まず免疫応答モデルを作成し、そしてユーザーフィードバッ
クに基づいて免疫応答モデルをさらに精緻化する。免疫応答モデリング実体４０４は、臨
床的に作成された免疫応答モデルを、１つ以上のネットワーク４１０を介し免疫応答モデ
リング実体４０４に接続している複数のユーザー装置４０２ａ、４０２ｂ、・・・、４０
２ｎに分配する。複数のユーザー装置４０２ａ、４０２ｂ、・・・、４０２ｎの各々は、
ユーザー情報、活動データ、及び１つ以上の血液サンプル分析実体からの血液サンプルデ
ータ、個人的な遺伝子情報などを収集することができる。また、複数のユーザー装置４０
２ａ、４０２ｂ、・・・、４０２ｎの各々は、収集されたデータを、特定のユーザー用の
予測免疫応答モデルの個別化に使用することができる。また、複数のユーザー装置４０２

ａ、４０２ｂ、・・・、４０２ｎの各々は、血液サンプルデータを、特定のユーザー用の
予測免疫応答モデルの精緻化に使用することができる。
【００４１】
　加えて、自らの個人的な免疫応答情報の共有にオプトインしたユーザーは、免疫応答モ
デリング実体４０４にその情報を返送することができる。また、免疫応答モデリング実体
４０４は、分散型ユーザーベースからの個人的な免疫応答情報を使用して初期の免疫応答
予測モデルを精緻化することができる、免疫応答予測モデル学習エンジン４０６も含むこ
とができる。例えば、免疫応答モデリング実体４０４に関連付けられた臨床医が収集され
た情報が正確であると確信している場合は、統計的集団を拡大して、収集された個人的な
免疫応答情報を含めることもできる。また、機械学習アルゴリズムを用いて、収集された
ユーザー情報、活動データ、血液サンプルデータ、個人の遺伝子データに基づいて免疫応
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答予測モデルを精緻化することもできる。
【００４２】
　上記に加えて、本発明技術の一部の実施形態は、統計的集団の臨床的観察に基づいて、
（例えば、１つ以上の免疫に関する効果をターゲットとするための）ユーザー用のベース
ライン推奨活動レジメンを作成することを含む。例えば、ユーザーは、免疫に関する目標
（例えば、ウイルス感染と戦うための白血球細胞の動員）及びユーザー情報及び免疫応答
予測モデルを入力し、指定の目標を達成するために観察する、ベースライン推奨活動レジ
メンを作成および表示させることができる。また、活動センサーは、ユーザーの活動を説
明する活動データを受信し、ユーザーの活動が示すことにより免疫に関する目標が遂行さ
れるかどうかに関するフィードバックをユーザーに提供することもできる。
【００４３】
　図５は、本発明技術の一部の実施形態による、活動データ、ユーザー情報、及び血液サ
ンプルデータを用いて免疫応答予測モデルを個別化するシステム５００を図示している。
システム５００に含まれる活動トラッキング装置５０１は、１つ以上の活動センサー５０
２、プロセッサー５０４、及びメモリー５０６を含む。また、活動トラッキング装置５０
１は、活動トラッキング装置５０１からの情報を送信し、他のソースからの情報を受信す
るための通信インターフェース５０８も含む。
【００４４】
　活動センサー５０２としては、心拍モニター、加速度計、血圧モニター、外気温モニタ
ー、体温モニター、ロケーショントラッキングシステム、圧力センサー、皮膚コンダクタ
ンスセンサー、及び血中酸素濃度センサー、非侵襲的グルコースモニター、及び本開示に
よる恩恵を受ける当業者には明らかと考えられる幅広い種類の他のセンサー、のうちの１
つ以上を挙げることができる。
【００４５】
　活動センサー５０２はユーザーからの活動データを受信し、活動センサー５０２はプロ
セッサー５０４及びメモリー５０６に結合してもよい。メモリー５０６に格納された命令
は、プロセッサーにより実行された際に、活動トラッキング装置５０１に、ユーザーの活
動が血液細胞の動員に及ぼすことになる予測効果に関するフィードバックをユーザーに提
供するようにさせる。活動トラッキング装置５０１は、どのように活動が血液細胞の動員
に影響を及ぼすかを説明する免疫応答予測モデルを用いて、収集された活動データを処理
することができる。活動トラッキング装置５０１は、免疫応答予測モデルを（例えば、メ
モリー５０６に）格納することができる。また、活動トラッキング装置５１０は、別のソ
ース（例えば、ネットワークロケーション）から（例えば、通信インターフェース５０８
を介して）免疫応答予測モデルを得ることもできる。
【００４６】
　処理された活動データは、生データ（例えば、心拍、運動時間など）、１つ以上の図表
などとして、ユーザーに提示することができる。また、動員予測モデルはさらに、１つ以
上の推奨ベースライン活動レジメンの作成に使用することができ、処理された活動データ
は、この推奨ベースライン活動レジメンと比較することができる。例えば、臨床現場にお
いて免疫応答予測モデルを作成する際に、特定の活動（例えば、規定レベル、規定増加量
、規定期間でのランニング）は、ある特定の血液細胞を他の活動よりも効果的に動員する
と判定され得る。この特定の活動は、推奨ベースライン活動レジメンとして使用すること
ができる。次に、活動センサーからの処理された活動データは推奨ベースライン活動レジ
メンと比較することができ、活動トラッキング装置５０１は、ユーザーが運動レジメンを
遵守しているか、または運動レジメンから逸脱しているかに関するフィードバックをユー
ザーに提供することができる。例えば、活動トラッキング装置２０１は、ユーザー活動デ
ータが、推奨ベースライン活動レジメンから所定の閾値逸脱パーセンテージ（例えば、２
０％）を示した際に、通知を表示するかまたは聴覚的もしくは触覚的なアラートをもたら
すように構成してもよい。
【００４７】
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　活動トラッキング装置５０１は、ディスプレイ５１０を含むこともできる。ディスプレ
イ５１０は、ユーザー入力に関連付けることもできる。例えば、ディスプレイ５１０は、
タッチジェスチャーを受け付けることができるタッチセンサー式ディスプレイであっても
よく、ユーザー入力としてバーチャルキーボードを表示させてもよい。また、ユーザー入
力としては、キーボード、トグルボタン、マイクロフォン及び音声認識ソフトウェアの１
つ以上、ならびに本開示による恩恵を受ける当業者には明らかと考えられる幅広い種類の
他のユーザー入力装置を挙げることができる。
【００４８】
　ディスプレイ５１０は、ユーザーに情報を提示するための、そしてユーザーが情報を入
力できるようにするインターフェースエレメントをユーザーに提供するための、グラフィ
カルユーザーインターフェース（ＧＵＩ）を提供してもよい。例えば、ＧＵＩには、ユー
ザーが年齢、体重、民族、健康状態、性別、概日リズムデータなどを入力できるようにす
るためのインターフェースエレメントが含まれ得る。また、ＧＵＩには、ユーザーが、免
疫に関する動員の目標、活動トラッカーがユーザーの血液サンプルデータまたは個人的な
遺伝子情報を得ることを可能にするリクエスト同意を入力できるようにするためのインタ
ーフェースエレメントも含まれ得る。また、ユーザー情報は、様々な他のソースから引き
出してもよい。例えば、ある特定の遺伝子情報は、ユーザーの自己報告された民族に関連
するまたはそれから推測される場合がある。また、一部の実施形態において、活動トラッ
キング装置５０１はカメラを含み、ユーザーの身体的特色（例えば、皮膚の色合い、目の
色など）を取り込むことができ、活動トラッキング装置５０１は、その特色から、ある特
定の遺伝子情報と関係付ける、またはある特定の遺伝子情報を推測することができる。
【００４９】
　ユーザーが活動トラッキング装置５０１にユーザーの血液サンプルデータまたは個人的
な遺伝子情報を得ることを許可することに同意した場合、活動トラッキング装置５０１は
、通信インターフェース５０８を介しネットワーク５１２を通じて、血液サンプルデータ
リポジトリー５１４，血液収集及び分析実体、個人的な遺伝子データリポジトリー５１６
などのうちの１つ以上からの情報をリクエストすることができる。
【００５０】
　血液サンプルデータは様々な方法から引き出すことができる。例えば、本発明技術の一
部の実施形態は、ユーザーが指定の活動を実施した後にユーザーから採取した血液を分析
し、その結果（例えば、血液細胞レベル、血液細胞タイプなど）を統計的集団用に収集さ
れたデータと比較することから血液サンプルデータを引き出すことを含む。また、血液サ
ンプルデータは、ベースライン採血を分析し、その結果をユーザーが指定の活動を実施し
た後にユーザーから得られた血液サンプルの分析と比較することから引き出され得る。
【００５１】
　本発明技術の一部の実施形態において、活動トラッキング装置５０１は、ユーザー情報
、血液サンプル結果、個人的な遺伝子情報などを使用して、特定のユーザー特性のために
動員予測モデルを個別化することができる。また、活動トラッキング装置５０１は、ユー
ザーによる特定の免疫に関する動員目標の入力に応じて、免疫応答予測モデルを精緻化す
ることもできる。例えば、免疫応答予測モデルは、ベースライン免疫（例えば、一般的な
ウイルス感染と戦うため）を扱うために選択された血液細胞の動員、化学療法処置後の白
血球細胞の動員、ワクチン後に特定の血液細胞を刺激してワクチンの有効性を向上させる
ことなどを最適化するように精緻化することもできる。さらに、一部の実施形態において
、活動トラッキング装置５０１は、１つ以上の特定の動員特色を向上させるように免疫応
答予測モデル及び／または活動レジメンを最適化することができる。例えば、活動トラッ
キング装置５０１は、動員スタッキング効果を最適化する、または免疫システムの機能に
負の影響を及ぼす変化（例えば、以下で説明する、いわゆるオーバートレーニング効果）
を回避する、個別化された活動レジメンを作成することができる。免疫応答予測モデル及
び活動レジメンの作成及び精緻化は、以下でさらに詳細に説明する。
【００５２】
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　また、システム５００は、さらなる活動データを収集して動員予測モデル、推奨活動レ
ジメンなどをさらに個別化するための、１つ以上のさらなる活動センサーを含んでもよい
。例えば、さらなる活動センサーとしては、ユーザーの頭、胸、大腿、足首などに取り付
ける加速度計、心拍モニター、圧力センサーなどを挙げることができる。図５に示すよう
に、システム５００に含まれ得る靴インサート５２０は、ユーザーの足を通じて発揮され
る力を測定するための足圧（ｆｏｏｔ　ｆｏｒｃｅ）測定センサー５２２ａ、５２２ｂ、
・・・５２２ｎを含む。靴インサート５２０は、力測定データを活動トラッキング装置５
０１に伝送するためのワイヤレス通信インターフェース５２４を含むこともできる。同様
に、システム５００に含まれ得る手袋５２６は、ユーザーの足を通じて発揮される力を測
定するための手圧（ｈａｎｄ　ｆｏｒｃｅ）測定センサー５２８ａ、５２８ｂ、・・・５
２８ｎを含む。手袋５２６は、力測定データを活動トラッキング装置５０１に伝送するた
めのワイヤレス通信インターフェース５３０を含むこともできる。
【００５３】
　一部の実施形態において、システム５００は、血液収集器具、血液保存及び貯蔵ユニッ
ト、実験室に発送するためのパッケージなどを収容する血液収集キット５３２も含む。
【００５４】
　図６は、本発明技術の一部の実施形態による、いつ活動が推奨ベースライン活動レジメ
ンに適合しているか、または逸脱しているかに関するフィードバックをユーザーに提供す
る方法６００を図示している。方法６００は、集団のサンプル用の臨床データから血液動
員モデルを作成すること６０２、自己報告されたユーザー入力データを受信すること６０
４、ユーザーのターゲット動員目標のうちの１つ以上を受信すること６０６、及び自己報
告されたユーザー入力データに基づいて推奨ベースライン活動レジメンを作成すること６
０８を含む。
【００５５】
　次に、方法６００は、血液サンプル分析データを取得するためのユーザー同意を受信す
ること６１０、血液分析データ及び／または個人的な遺伝子情報を取得すること６１２、
ならびに血液サンプル分析データに基づいて推奨ベースライン活動レジメンを個別化して
、ユーザーのターゲット動員目標に向けられた最新の活動レジメンを作成すること６１４
を含む。
【００５６】
　最後に、方法６００は、活動センサーからユーザー用のユーザー活動データを受信する
こと６１６、活動データが、最新の活動レジメンに適合している活動、または最新の活動
レジメンから所定閾値の程度に逸脱している活動であることを示すと判定すること６１８
、及びフィードバックをユーザーに提供すること６２０を含む。例えば、フィードバック
は、最新の活動レジメンに対する適合または逸脱を示す、通知の送信、テキストメッセー
ジの生成、聴覚的または触覚的なアラートなどを含むことができる。
【００５７】
　本発明技術の一部の実施形態によれば、予測免疫応答モデル、収集された活動データ、
及び血液サンプルデータを利用するシステムを使用して、身体全体の特定の免疫細胞の分
配に、またはより一般的に全体の免疫システムに影響を与えること、特定の免疫機能をタ
ーゲットにすること、及びスタッキング効果の時間を的確に調整すること（以下でより詳
細に説明する）もできる。また、本発明技術の一部の実施形態は免疫健康プログラミング
も含み、これには特定の健康目標（例えば、Ｔ細胞自己反応性の軽減、またはインフルエ
ンザの最流行期中の免疫抑制の防止）を伴う免疫調節プロトコールが含まれる。これらの
プログラムは、造血性前駆細胞または赤血球などの、寄付またはバンクで使用される細胞
タイプの増加を達成するように構成することもできる。
【００５８】
　上記で説明したように、本発明技術の一部の実施形態は、免疫応答予測の作成、精緻化
、個別化を含む。このような予測を行う際に考慮されることには、どのように活動をトラ
ッキングするかを理解することが含まれる。例えば、ランニングなどの所定の活動につい
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て、即時的な（２～２０分）細胞タイプの動員は、分当たりの拍数（ＢＰＭ）における心
拍にある程度相関しており、心拍数の増大はほとんどの細胞タイプの動員の増大に相関す
る。一部の状況において、心拍は短期動員（運動後１時間まで）を予測するための主要な
パラメーターをもたらすことができる。そのため、本発明技術の多くの実施形態には、心
拍モニターの構成要素が含まれている。
【００５９】
　一部の場合において、例えば長時間の安静状態（例えば、１時間未満）から中程度の活
動状態に変わる際は、心拍は唯一の正確な動員の予測変数である。運動の期間が長いほど
、循環免疫システム変化のパターンがより複雑かつ個別的になる。一部の場合において、
現在の心拍のみを用いて現在の動員を予測するモデルは、全般的な末梢免疫システムの変
化であっても、一部の状況では正確に予測できないと考えられる。また、動員は、物理的
及び生化学的シグナルを含めた、協働してまたは個別に働いて多様なセットの動員化状態
をもたらす多数の生理学的因子によっても影響される。心拍などの基準は、一部の活動の
一部の点において一部の細胞タイプの動員化と十分に相関する可能性があるが、その他の
、包括的な動態予測により複雑なアルゴリズムが必要とされることがある活動においては
そうではない。
【００６０】
　また、本発明技術の一部の実施形態は、特定の短期動員目標を達成するための運動様式
の選択も含む。というのも、異なるタイプの労作は異なる程度に生理学的変化を誘発し得
るためである。さらに、労作による様々な生理学的効果は、種々の時間量で持続し、かつ
細胞集団への効果もまちまちであるため、特定の中期及び長期の動員目標を達成するため
の運動プログラムを調整することが起こり得る。
【００６１】
　心拍及び動員を関係付ける際には、幅広い種類の因子が考えられる。例えば、動員は、
一部の場合において、心拍の増加なしで、またはある程度心拍の増加と不釣り合いに誘発
されることから、無酸素労作が考えられる。これは、同等の心拍増加を伴わない高度な筋
肉労作、労作や体内の可溶性シグナル因子の変化をもたらすことなく血流及び血圧を変更
する身体位置の物理的な変更、などの複数の機序を通じて起こり得る。一部の例では、ウ
ェイトトレーニングなどの、運動対象を絞った中程度の無酸素労作は動員の増加をもたら
し得る。
【００６２】
　他の場合において、労作を伴わない物理的な血流の変更は、動員の変化をもたらし得る
。立つ、横になって足を心臓の上方に上げる、または三点倒立のような完全な逆位を実施
する、といった様々な活動が、このような血流の変化を誘発し得る。心拍上昇を伴わない
動員の他の例としては、穏やかな筋肉外傷によるサイトカイン放出を誘発し得るストレッ
チまたはマッサージを挙げることができる。全てのこれらの動作変化は（例えば、加速度
計を用いて）検出することができ、日々の動員傾向の正確性を強化するためにシステムに
組み込むことができる。
【００６３】
　動員の心拍に対する比例関係からの分岐として、運動後に生じ得る動員の抑制及びリバ
ウンドがある。例えば、２０分走った後、心拍は急速にベースラインに戻る。それと同時
に、末梢血液細胞数が即時的ピークレベルから減少するが、一部の細胞集団の末梢数は短
期間の間ベースラインを下回るほど抑制される。この抑制後、抑制されていた細胞タイプ
の数は数時間の期間にわたり上昇し、ベースラインを上回る。この期間全体を通して、心
拍は一定のままである。したがって、予測エンジンは、循環細胞数を正しく予測するため
に過去の心拍及び労作情報を使用することになる。
【００６４】
　心拍の測定は、使用する装置に依存する。そのため、本発明技術の一部の実施形態は、
脈拍計装置からの心拍測定値と加速度計データから算出された労作の基準を合わせて、測
定データ及び得られた動員予測の信頼度を高めることを含む。生理学的変化を測定する技
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術が向上するに伴って、予測モデルを更新して結果の精度及び正確性を向上させることが
できる。
【００６５】
　免疫応答の予測は、運動による心血管の適応度及び／または血液の酸素運搬能の変化を
説明することも含む。定期的な運動は、所定レベルの身体的作業のアウトプットに比較し
て、多くの効果を心拍の増加にもたらす。概して、心臓強度及び心拍出量の増加、血液の
単位体積当たりの赤血球数の増加、赤血球当たりのヘモグロビン増加などの生理学的変化
は、所定量の筋肉運動に対する心拍の変化をもたらす。ユーザーが定期的な身体活動に従
事するとすれば、これらの変化を説明することは、動員及び心拍増加を正確に関係付ける
ために重要である。同様に、安静時心拍の変化への考慮は個人の経時的な適応度レベルの
変化として補填され得る。
【００６６】
　血液システムの適応度に対する考慮は、センサーに基づく方法、プロンプトに基づく方
法、及び生体サンプルに基づく方法を用いて遂行することができる。安静時心拍、定量化
された労作中（例えば、平坦な地面での１００ｍ短距離走ｍ）の心拍変化、または平坦な
地面で１マイル走るための所要時間のモニターは、血液システムの適応度を定量化するセ
ンサーに基づく方法の例である。ユーザーを促してトレッドミルを使用して全速力で１マ
イル走らせ、次に所要時間を入力させることは、プロンプトに基づく定量化の一例である
。提出サンプルを通じてまたは外部の実験室を通じて、ベースラインヘマトクリット及び
ヘモグロビン数を獲得することは、生体サンプルに基づく方法の一例である。
【００６７】
　一部の実施形態は、リアルタイムで動員を予測するためにデータを収集することも含む
。多くの労作シナリオにおいて、心拍は動員予測のための主要なパラメーターを提供する
。結果的に、心拍の測定能力を有する適応度トラッキング装置は、このシステムの主要な
構成要素となり得る。動員の変化は、心拍の小さな変化と共に生じる可能性があり、かつ
１分未満の時間期間で起こり得るため、時間を細かく分解して心拍を正確に測定すること
は重要である。ひと続きの階段を登るなどの多くの日々の動員シナリオは、心拍数を増加
させ、循環及び常在免疫細胞レベルに測定可能な変化をもたらし、しばらくの間システム
予測を変化させる可能性がある。結果的に、一部の場合において、心拍モニターは、ユー
ザーにとって終日装着が過度の負担にならないフォームファクターを有する。皮膚の反射
性により心拍を測定する腕時計のフォームファクターは、この特性に理想的であり得る。
物理的性質に基づいた労作の定量化の使用（以下で論じる）に加えて、心臓の電気的活動
を検出する胸郭バンドモニターは、このタイプの運動により適している可能性がある。ま
た、システムは、他の測定に加えて、複数の心拍モニターを組み込んでクロス確認を行い
、任意の心拍データの信頼度を向上させることもできる。
【００６８】
　一部の実施形態は、物理的性質に基づいた労作の定量化を使用することも含む。例えば
、多くの日々の動員シナリオは、加速度計と協働した心拍モニター及び全地球測位システ
ム（ＧＰＳ）を用いて、より良好に予測することができる。加速度計は、入力された体重
と組み合わせて、動作中に消費されるエネルギーの算出に使用することができる。ＧＰＳ
は、動作速度に関するさらなるデータを提供することができる。これらのデータを合わせ
て、平坦な地面もしくは傾斜地でのウォーキングもしくはランニング、サイクリング、ま
たは階段を上ることなどの活動からの労作を、非活動期間と同様、容易に特定することが
できる。最も一般的なフィットネス活動を自動的に特定しトラッキングすることによる労
作データの自動収集は、１日を通して情報を入力する必要を軽減することができる。
【００６９】
　一部の実施形態は、ウェイトトレーニング中の動員を予測することも含む。このタイプ
の労作については、２種類の補足的なトラッキングが提案され得る。例示的な第１のトラ
ッキングにおいて、予測可能なレベルの筋肉疲労及び無酸素呼吸につながる標準化された
ルーチンを行う。これと同時に実施される心拍モニターとを合わせることにより、合理的
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に正確な動員プロファイルを得ることができる。第２の例示的なトラッキングはさらなる
センサーを組み込んで、皮膚コンダクタンス、血圧、身体的な測定値、圧力センサー、及
び／または強化された加速度計アルゴリズムなどの基準を通じて、労作を詳細にトラッキ
ングする。
【００７０】
　一部の実施形態は、より正確な予測のために、主観的経験を合わせることも含む。例え
ば、定量化されたデータの収集に加えて、「倦怠」、「痛み」、及び「疲労」などの労作
に対する主観的な記述子を客観的基準と合わせて、労作の全体像を得ることができる。こ
れらの主観的経験にいくらかの生理学的相関があるとすれば、ユーザーを促してこれらの
因子の基準を提供させることにより、動員予測が向上する可能性がある。これは、運動後
にアプリケーションで質問票を提供する、または適応度トラッカーでこれらの主観的記述
子を１から１０の尺度で評定するというような簡単なものであり得る。
【００７１】
　免疫応答の予測は、活動前、活動中、及び活動後の時間期間にわたる細胞動員を調べる
ことも含み得る。動員は、少なくとも２つの重要な時間スケール、すなわち短期及び中期
で生じる。短期動員は、労作期間後の２０～４０分以下及び以内に至る細胞数の初期変化
を包含する。中期動員は、短期と労作後１２時間以下との間で生じる効果を説明する。１
２時間より長く持続する効果は、議論目的で免疫システム調節と名付けられ得るものであ
り、貯蔵された免疫細胞による一時的な循環の占有ではなく、末梢免疫システムに対する
持続的変化を反映する。
【００７２】
　予測モデルに対するデータ入力セットとして考えられるものとしては、ユーザーにより
入力された個人情報（例えば、年齢、体重など）を用いて、心拍モニター、加速度計、及
びＧＰＳデータから算出された労作のリアルタイム測定値と合わせてリアルタイムで算出
される労作、または、ユーザーにより選択され、次に同じセンサーを用いてモニターされ
るプリセットルーチン、のいずれかであり得る。
【００７３】
　ほとんどの免疫細胞動員曲線の形を説明するには、短期及び中期の動員を、それぞれ４
つの特性、３つの特性で説明することができる。図７Ａ～図７Ｅは、短期免疫細胞動員曲
線の例を図示している。免疫細胞動員曲線は、最大半量に増加するまでの時間、動員減衰
の半減期、最大動員の規模、及びピーク動員の持続時間を含む。（Ａ）最大半量動員の時
間スケール及び（Ｂ）動員減衰により、細胞集団が動員される速度、及び運動の休止後に
細胞が所定の程度動員状態を保つ時間の予測が可能になる。最大動員（Ｃ）は個人によっ
て変動し、細胞のサブセット間でも変動する。所定の動員については、この最大値は労作
に大きく相関する。しかし、最近事前に行われた運動は、動員効果の強力な変更因子であ
る。最後に、個人の細胞が最大動員でとどまる時間の長さ（Ｄ）は人によって変動し、労
作入力と動員出力との間の相関に大きな影響を及ぼす。（Ｅ）これらの４つのパラメータ
ーを用いて、ほとんどの個人の短時間の動員に対する動員応答を包含する多彩な短期動員
曲線を特定することができる。
【００７４】
　図８Ａ～図８Ｄは、中期免疫細胞動員曲線の例を図示している。一プログラミングモデ
ルにおける中期動員（単一の活動セッションについて）は、上述の図に示すように少なく
とも３つの特性：即時的抑制の規模、２次的規模、及び２次的持続時間、によって説明す
ることができる。（Ａ）即時的抑制の規模は、ベースライン細胞数と、ランニングなどの
労作後１０～３０分以内の細胞数との間の差を説明する。細胞数は、ベースラインを下回
る場合もあれば、ベースラインを上回ったままである場合もある。（Ｂ）２次的規模は、
細胞数が労作後の抑制後にリバウンドするポイントである。（Ｃ）２次的持続時間は、細
胞数がリバウンド後上昇したままの時間量である。この時間期間は、しばしば相当な時間
数持続することになる。（Ｄ）これらの３つの特性を合わせて、複数の細胞タイプの中期
動員を説明することができる。
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【００７５】
　入力の選択群は、労作強度、労作持続期間、個人的な特性、及び細胞タイプを含めた、
所定の個人の所定の細胞タイプの動員における量的相違及び質的相違の大部分を説明する
ことができる。
【００７６】
　労作強度は、細胞動員における重要な因子であり得る。例えば、トレッドミル上で走る
際には、スピード及び傾斜を増加させることで強度が増加する。各人は、所定の運動様式
のための最大労作強度を有する。また、労作持続時間は、細胞動員における重要な因子で
もあり得る。最大強度で２分間運動することは、最大強度で２０分運動することと、質的
相違及び量的相違の両方がある。労作強度は、運動期間の持続時間全体において必ずしも
一定ではない。この入力を微調整するために心拍のトラッキングが部分的に使用されても
よい。各細胞タイプは異なる短期及び中期の動員プロファイルを有するため、細胞タイプ
は細胞動員における重要な因子である。また、個人的な特性（年齢、体重、健康状態、概
日リズムなど）は、多くの細胞タイプの動員に影響を及ぼす。
【００７７】
　加えて、労作強度及び持続時間は、動員曲線における短期及び中期両方の特性に影響を
及ぼし得る。図９Ａ及び図９Ｂは、運動の強度及び持続時間がどのように細胞動員に影響
を及ぼすかについての例を図示している。概して、労作が低ければ、持続時間にかかわら
ず低い短期動員がもたらされるように思われる。しかし、労作の持続時間が長ければ、中
期の動員に非線形的な効果を及ぼしている。最大労作での２分のランニングでは概して単
一の動員スパイクがもたらされるのに対し、高度な労作での２０分のランニングでは、ス
パイク、抑制、そして労作休止後に何時間も持続するリバウンドの動員がもたらされ得る
。
【００７８】
　加えて、本発明技術の一部の実施形態は、後続の労作期間を追加して動員を「スタック
」し、全体的な動員の非線形的増加を得るために中期動員の上昇と短期動員を合わせるこ
とを含む。図１０は、本発明技術の一部の実施形態による、動員スタッキングの技法を図
示している。スタッキング効果は、細胞の寄付を準備する際など、複数の方法で使用され
得る。重要なことには、動員スタッキング効果を用いた一般化または個別化されたコンピ
ューターに基づく動員プログラムを使用して、ベースラインにおいてまたは単一の動員で
あっても、特定の用途に十分なレベルでは存在しない細胞を取り込むことができる。間葉
系幹細胞は、年齢及び健康状態などの他の変数によっては、このカテゴリーに当てはまる
重要な細胞タイプである。
【００７９】
　また、中期動員のタイミングが細胞タイプ間でまちまちであるため、一部の場合におい
て、ある細胞タイプの動員の強化により、実際には別の動員が抑制される可能性がある。
そのため、本発明技術の一部の実施形態は、１つ以上の所望の細胞タイプの動員を戦略的
に強化することを含む。一部の場合において、ある細胞タイプが動員されることによって
別のものが直接には抑制されず、効果が様々な程度で同時に生じる可能性がある。
【００８０】
　上記で説明したように、個別化された血液細胞カウントを得るための実際の血液サンプ
ルデータは、免疫応答の予測を最適化する。図１１は、２名の対象における免疫応答の顕
著な差を示す一連の図表を図示している。図１１は、総白血球及び３種の異なる細胞サブ
セット（ＣＤ３４＋細胞、単球、及びＮＫ細胞）の相対的な動員を、同一のルーチンを実
施する２名の個人において一覧で示している。軽い労作後のＣＤ３４＋細胞及びＮＫ細胞
の動員は比較的類似しているが、単球における軽い労作の効果は顕著に異なる。より顕著
には、逆位の効果は全ての場合において異なり、２名の対象における全体のＣＤ４５細胞
数は逆方向の動きさえもある。
【００８１】
　血液採取については多くの実装が考えられる。例えば、血液はユーザーまたは医療専門
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職により採取され、次に発送し、納入し、施設内で分析され得る。血液採取についていく
つか検討することにより、パフォーマンスを向上させることができる。
【００８２】
　血液採取についての一検討事項は、採取指示の前及び／または採取トラッキング前のユ
ーザーの活動に関係する。例えば、ユーザーは、朝、血液サンプル採取が指示され、その
後に任意の顕著な労作を経て、次に座っている期間が３０～６０分続く場合がある。
この例をさらに展開すると、ユーザーは、次に所定の期間運動するように指示され、次に
さらなるサンプルを提供する場合がある。別の例では、リアルタイムの心拍及び動作のモ
ニターを使用して、臨床施設内の採血プロトコール前にユーザーが顕著な免疫システム変
化を経ていないことを確認する。
【００８３】
　血液採取についての別の検討事項は、正確な計数及び免疫表現型検査を可能にする方法
で保存されている血液中の細胞に関係する。例えば、血液は採取直後に分析することがで
きる。即時的な検査が実施されない場合、本発明技術は、細胞数及び表面の免疫表現型を
保存する方法、例えば、発送のための長い時間期間の間、血液の化学的保存を含む方法、
を含むことができる。
【００８４】
　血液採取についての別の検討事項は、採取された血液の体積の正確な決定に関係する。
信頼できる動員カウントを獲得するには、初期の血液体積の表示値を有することが重要で
あり得る。一部の実施形態において、これは、例えば、他の試薬と混合する前に規定量の
血液を測定する装置を用いて遂行することができる。別の例としては、血液は、血液体積
を変化させない添加物と共に保存してもよく、これにより分析時の体積決定が可能になる
。
【００８５】
　血液採取についての別の検討事項は、血液が任意の主な分解を経るのを防止することに
関係する。凝固、免疫細胞の活性化、細胞死、または血液の物理的構造に対する任意の顕
著な変化は、細胞の最終的分析を変える可能性がある。
【００８６】
　血液サンプルは、様々な形で収集することができる。例えば、血液は、静脈穿刺により
エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）を含有するチューブ内に獲得することができ、指先
の穿刺などからも収集することができる。採血のタイミングも考慮され得る。例えば、ベ
ースライン血液サンプルは、ユーザーが最低３０分間座っている場合に採取することがで
きる。ベースラインは、事前の活動による効果を受ける可能性があるため、事前の活動を
考慮できない場合、非活動期間が長いほど好ましい。労作動員血液サンプルは、典型的に
動員と共に心拍の増加をもたらす任意量の任意の活動（例えば、ランニング、柔軟体操、
無酸素労作）の後に採取することができる。代替的な動員血液サンプルは、ストレッチ、
逆位、マッサージ、または心拍を増加させることなく典型的に動員を変更する任意の活動
の後に採取することができる。安静時の血液サンプルは、ユーザーが動員後に安静に座っ
ている間に採取することができる。一部の場合において、安静時の血液サンプルは、動員
から数時間後に採取することができる。
【００８７】
　一部の実施形態は、臨床施設内の制御された血液採取プロトコール及び動員の分析を含
み、この場合、ユーザーがベースラインのために適切な時間量で静止することを確認する
ことができ、ユーザーの労作を同様に制御することができ（例えば、規定のスピード及び
傾斜に設定されたトレッドミルを用いて）、そしてこの労作中及び労作後の的確な時点で
血液サンプルが採取される。加えて、本発明技術の一部の実施形態は、自宅での採血、発
送用の安定化された血液サンプルの調製のための、血液採取を最適化するキットを含む。
【００８８】
　図１２Ａ～図１２Ｃは、本発明技術の一部の実施形態による、血液サンプルを採取する
ためのキットの例を図示している。一部の実施形態において、多孔質で可溶性のプラグは
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、血液がキャピラリー内に着実に流れるのを確かにするための助けとなる。また、このよ
うなプラグは、一旦血液がチューブに到達するとチューブ内の圧力を高め、妥当な量の血
液が採取されたことを採取装置に示すこともできる。サンプルチューブ内の気泡／空気を
最小限化することは、適正な動員の読み取りのために重要であり得る。そのため、本発明
技術の一部の実施形態は、採血後のキャピラリーの画像化を通じて、提供されたサンプル
内の気泡及び欠けている血液を検出することを含む。例えば、ユーザーはキャピラリーを
キット内に提供される指定のバックグラウンドに置き、提供されるソフトウェアプログラ
ムを通じて撮像することができる。
【００８９】
　図１２Ｄは、本発明技術の一部の実施形態による採血装置を図示している。採血装置は
、全血２０～１００ｕｌの収容力を有するキャピラリーを収納するキャピラリーポートを
含むことができる。採血装置は、別々のまたは組み合わされたトリガー（ボタン１、２）
を含むことができ、このトリガーは（皮膚を切開するための）ランセット及び適正な血液
採取のための制御された吸引を駆動することができる。一部の場合において、光センサー
（３）及び／または圧力センサー（４）は、いつ十分な血液がキャピラリーに採取された
かを判定し、採取が成功したことを示す視覚的及び／または聴覚的合図を与える。
【００９０】
　本発明技術の一部の実施形態は、キットにより取り込まれたベースラインの表示値が真
のベースラインであることを確実にすることを含む。疾患及びいくつかの薬物は、ソフト
ウェアプログラムが使用することになるベースラインの表示値の正確性を低下させる程度
に著しく免疫システムを変化させる場合がある。したがって、本発明技術の一部の実施形
態は、適正なベースラインが確立していることを確実にする方法を含む。例えば、適正な
ベースラインを確実にすることは、病気になってから採血までどのくらい待機すべきか、
及び病気の人に接触してから採血までどのくらい待機すべきかを、顧客に知らせることを
含み得る。また、適正なベースラインを確実にすることは、提出されたサンプルにポリメ
ラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）分析を使用することにより、一般的なウイルスのデオキシリボ
核酸（ＤＮＡ）またはリボ核酸（ＲＮＡ）を測定すること、Ｔ細胞マーカー及び標準から
逸脱する相対的ＷＢＣレベルを測定すること、数日にわたりユーザーから提供された複数
のベースライン血液サンプルを分析すること、及び適応度トラッカーからの生理学的測定
値（例えば、安静時心拍、皮膚温など）を使用して、いつユーザーが正常な健康的ベース
ラインから外れた状態にあるかを特定すること、も含み得る。
【００９１】
　上述のように、本発明技術の一態様は、様々なソースから入手可能なデータの収集及び
使用である。本開示は、一部の場合において、この収集されたデータが、特定の人を固有
に特定する、または特定の人に接触もしくは特定の人を探し出すために使用され得る、個
人情報データを含み得ることを想定している。このような個人情報データとしては、人口
統計的データ、位置に基づいたデータ、電話番号、電子メールアドレス、ツイッター(登
録商標)ＩＤ、自宅の住所、または任意の他の識別情報を挙げることができる。
【００９２】
　本開示はさらに、このような個人情報データの収集、分析、開示、転送、格納、または
他の使用を担当する実体が、十分に確立されたプライバシーポリシー及び／またはプライ
バシー慣行に従うことになることを想定している。特に、このような実体は、個人情報デ
ータを内密かつ安全に維持するための産業または政府の要求を満たすまたは上回るものと
一般的に認識されているプライバシーポリシー及び慣行を実装し一貫して使用すべきであ
る。例えば、ユーザーからの個人情報は、実体による合法的かつ合理的な使用のために収
集されるべきであり、これらの合法的使用以外で共有または販売されるべきではない。さ
らに、ユーザーのインフォームドコンセントを受信した後に限り、このような収集が生じ
るべきである。加えて、このような実体は、このような個人情報データへのアクセスを守
り保護し、個人情報データへのアクセスを有する他者がプライバシーポリシー及び手順を
遵守することを確実にするための、あらゆる必要なステップを採用することになると考え
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られる。さらに、このような実体は、自らを第三者による評価に供し、広く受け入れられ
ているプライバシーポリシー及び慣行を遵守していることに対する認定を受けることがで
きる。
【００９３】
　上記のことにもかかわらず、本開示は、ユーザーが個人情報データの使用、または個人
情報データへのアクセスを選択的にブロックする実施形態も想定している。すなわち、本
開示は、このような個人情報データへのアクセスを防止またはブロックするためのハード
ウェア及び／またはソフトウェアエレメントが提供され得ることを想定している。例えば
、広告配信サービスの場合において、本発明技術は、ユーザーがサービス登録中に個人情
報データの収集に参加することに対し「オプトイン」または「オプトアウト」することを
選択できるように構成することができる。
【００９４】
　そのため、本開示は、１つ以上の様々な開示実施形態を実装するための個人情報データ
の使用を広くカバーしているが、本開示はさらに、様々な実施形態がこのような個人情報
データにアクセスする必要なしに実装することもできることを想定している。すなわち、
本発明技術の様々な実施形態は、このような個人情報データの全てまたは一部を欠くこと
を理由に実施不可能になるわけではない。例えば、非個人情報データまたはかろうじて最
小限量の個人情報、例えば、ユーザーに関連付けられた装置がリクエストしたコンテンツ
、コンテンツ配信サービスが利用可能な他の非個人情報、または公的に入手可能な情報、
に基づいた好みを推測することにより、コンテンツを選択しユーザーに配信することがで
きる。
【００９５】
　図１３Ａ及び図１３Ｂは、考えられる代表的なシステム実施形態を図示している。より
適切な実施形態があれば、当業者には本発明技術を実施する際に明らかとなる。当業者で
あれば、他のシステム実施形態が可能であることも容易に理解することになる。
【００９６】
　図１３Ａは、従来的なシステムバスコンピューティングシステムアーキテクチャー１３
００を図示しており、このシステムの構成要素は、バス１３０５を用いて互いに電気通信
している。例示的なシステム１３００には、処理ユニット（ＣＰＵまたはプロセッサー）
１３１０及びシステムバス１３０５が含まれ、システムバス１３０５は、システムメモリ
ー１３１５（例えば、リードオンリーメモリー（ＲＯＭ）１３２０及びランダムアクセス
メモリー（ＲＡＭ）１３２５）を含めた様々なシステム構成要素をプロセッサー１３１０
と結合させている。システム１３００は、プロセッサー１３１０に対し、直接接続した、
極めて近接した、またはその一部として一体化された高速メモリーのキャッシュを含むこ
とができる。システム１３００は、高速アクセスのため、プロセッサー１３１０により、
メモリー１３１５及び／またはストレージ装置１３３０からのデータをキャッシュ１３１
２にコピーすることができる。このようにして、キャッシュは、プロセッサー１３１０が
データを待機する間の遅延を回避するパフォーマンスブーストを提供することができる。
これらのモジュール及び他のモジュールは、プロセッサー１３１０による様々なアクショ
ンの実施を制御する、または制御するように構成することができる。他のシステムメモリ
ー１３１５も、同様に使用可能であり得る。メモリー１３１５には、異なるパフォーマン
ス特性を有する複数の異なるタイプのメモリーが含まれ得る。プロセッサー１３１０には
、任意の汎用プロセッサー及びハードウェアモジュールまたはソフトウェアモジュール、
例えば、ストレージ装置１３３０内に格納され、プロセッサー１３１０を制御するように
構成されたモジュール１　１３３２、モジュール２　１３３４、及びモジュール３　１３
３６、加えて、ソフトウェア命令が実際のプロセッサー設計に組み込まれた専用プロセッ
サーが含まれ得る。プロセッサー１３１０は、複数のコアまたはプロセッサー、バス、メ
モリーコントローラー、キャッシュなどを収容した、本質的に完全に独立型のコンピュー
ティングシステムであってもよい。マルチコアプロセッサーは、対称型であっても非対称
型であってもよい。
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【００９７】
　コンピューティング装置１３００とのユーザー対話を可能にするため、入力装置１３４
５は、音声用のマイクロフォン、ジェスチャーまたはグラフィカル入力用のタッチセンサ
ー型スクリーン、キーボード、マウス、動作の入力、音声などの、多数の入力機構を表現
し得る。出力装置１３３５も、当業者に公知の複数の出力機構のうちの１つ以上であり得
る。一部の場合において、マルチモードシステムは、ユーザーが複数のタイプの入力を提
供してコンピューティング装置１３００と通信することを可能にし得る。通信インターフ
ェース１３４０は、概してユーザー入力及びシステム出力を支配及び管理することができ
る。操作に関する制限はいかなるハードウェア構成についても存在しないため、ここでの
基本的特徴は、開発に伴って、改良されたハードウェアまたはファームウェア構成に容易
に置き換えることができる。
【００９８】
　ストレージ装置１３３０は不揮発性メモリーであるが、コンピューターによりアクセス
可能なデータを格納できる、ハードディスクまたは他のタイプのコンピューター可読媒体
、例えば、磁気カセット、フラッシュメモリーカード、ソリッドステートメモリー装置、
デジタル汎用ディスク、カートリッジ、ランダムアクセスメモリー（ＲＡＭ）１３２５、
リードオンリーメモリー（ＲＯＭ）１３２０、及びこれらのハイブリッド、であってもよ
い。
【００９９】
　ストレージ装置１３３０には、プロセッサー１３１０を制御するためのソフトウェアモ
ジュール１３３２、１３３４、１３３６が含まれ得る。他のハードウェアまたはソフトウ
ェアモジュールも想定される。ストレージ装置１３３０は、システムバス１３０５に接続
していてもよい。一態様において、特定の機能を実施するハードウェアモジュールには、
機能実行に必要なハードウェア構成要素（例えば、プロセッサー１３１０、バス１３０５
、ディスプレイ１３３５など）に接続したコンピューター可読媒体に格納されたソフトウ
ェア構成要素が含まれ得る。
【０１００】
　図１３Ｂに図示するコンピューターシステム１３５０は、チップセットアーキテクチャ
ーを有し、これは記載の方法の実行ならびにグラフィカルユーザーインターフェース（Ｇ
ＵＩ）の生成及び表示に使用することができる。コンピューターシステム１３５０は、本
開示技術の実装に使用することができるコンピューターハードウェア、ソフトウェア、及
びファームウェアの一例である。システム１３５０が含むことができるプロセッサー１３
５５は、ソフトウェア、ファームウェア、及び特定の計算を実施するように構成されたハ
ードウェアを実行可能な、任意の数の物理的にかつ／または論理的に別々のリソースを代
表するものである。プロセッサー１３５５は、プロセッサー１３５５への入力及びプロセ
ッサー１３５５からの出力を制御することができるチップセット１３６０と通信すること
ができる。この例では、チップセット１３６０は、ディスプレイなどの出力１３６５に情
報を出力し、ストレージ装置１３７０（例えば、磁気媒体及びソリッドステート媒体を含
むことができる）への情報を読み書きすることができる。また、チップセット１３６０は
、ＲＡＭ１３７５からのデータを読み取り、かつＲＡＭ１３７５にデータを書き込むこと
もできる。様々なユーザーインターフェース構成要素１３８５と連動するためのブリッジ
１３８０は、チップセット１３６０と連動するために提供することができる。このような
ユーザーインターフェース構成要素１３８５としては、キーボード、マイクロフォン、タ
ッチ検出及び処理回路、マウスなどのポインティングデバイスなどを挙げることができる
。概して、システム１３５０への入力は、マシン生成及び／またはヒト生成の様々なソー
スに由来し得る。
【０１０１】
　また、チップセット１３６０は、種々の物理的インターフェースを有し得る１つ以上の
通信インターフェース１３９０と連動することができる。このような通信インターフェー
スとしては、ワイヤード及びワイヤレスローカルエリアネットワーク、ブロードバンドワ
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イヤレスネットワーク、ならびにパーソナルエリアネットワーク用のインターフェースを
挙げることができる。本明細書で開示される、ＧＵＩを生成する、表示させる、及び使用
するための方法の一部の応用には、物理的インターフェースを介して、またはマシン自身
により生成された指示データセットを受信すること、プロセッサー１３５５によりストレ
ージ１３７０または１３７５に格納されたデータを分析することが含まれ得る。さらに、
マシンは、ユーザーインターフェース構成要素１３８５を介しユーザーから入力を受信し
、プロセッサー１３５５を用いてこれらの入力を解釈することにより機能をブラウズする
などの、適切な機能を実行する。
【０１０２】
　例示的なシステム１３００及び１３５０は、１つのプロセッサー１３１０より多くのプ
ロセッサーを有してもよく、あるいは、より高い処理能力を提供するために、共にネット
ワーク接続されたコンピューティング装置のグループまたはクラスターの一部であっても
よいことが理解され得る。
【０１０３】
　説明を明快にするため、一部の場合において、本発明技術は個々の機能的ブロックを含
むものとして提示されてもよく、個々の機能的ブロックには、装置、装置の構成要素、ソ
フトウェアに組み入れられた方法におけるステップもしくはルーチン、またはハードウェ
ア及びソフトウェアの組み合わせを備えた機能的ブロックが含まれる。
【０１０４】
　一部の実施形態において、コンピューター可読ストレージ装置、媒体、メモリーは、ビ
ットストリームなどを含むケーブルまたはワイヤレスの信号を含むことができる。しかし
、言及される場合、非一時的コンピューター可読ストレージ媒体は、エネルギー、搬送波
信号、電磁波、及び正確な意味での信号などの媒体を明確に排除する。
【０１０５】
　上述の例による方法は、コンピューター可読媒体に格納された、またはそこから利用で
きる、コンピューター実行可能な命令を用いて実装することができる。このような命令は
、例えば、汎用コンピューター、専用コンピューター、または専用の処理装置に、ある機
能または機能グループを実行するようにさせる、または実行するように構成する、命令及
びデータを含むことができる。使用されるコンピューターリソースの一部は、ネットワー
クを介してアクセス可能にすることができる。コンピューター実行可能な命令は、例えば
、バイナリー、中間フォーマットの命令（例えば、アセンブリー言語）、ファームウェア
、またはソースコードとすることができる。命令、使用情報、及び／または記載の例によ
る方法を行う間に作成される情報を格納するために使用することができるコンピューター
可読媒体の例としては、磁気または光学ディスク、フラッシュメモリー、不揮発性メモリ
ーが設けられたＵＳＢ装置、ネットワークストレージ装置などが挙げられる。
【０１０６】
　本開示による方法を実装する装置は、ハードウェア、ファームウェア、及び／またはソ
フトウェアを備えることができ、様々なフォームファクターのいずれかを採用することが
できる。このようなフォームファクターの典型的例としては、ラップトップ、スマートフ
ォン、小さなフォームファクターのパーソナルコンピューター、携帯情報端末などが挙げ
られる。本明細書に記載の機能は、周辺機器またはアドインカードに組み入れることもで
きる。このような機能は、さらなる例として、単一の装置で実行する種々のチップまたは
種々のプロセスに囲まれた回路基板上に実装することもできる。
【０１０７】
　命令、この命令を伝達する媒体、命令を実行するためのコンピューター資源、及びこの
コンピューター資源を支持する他の構造は、本開示で説明された機能を提供するための手
段である。
【０１０８】
　付属の請求項の範囲内の態様を説明するために、様々な例及び他の情報を使用したが、
このような例における特定の特徴または仕組みに基づいて請求項を限定することを意味す
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るものではないはずである。というのも、当業者であればこれらの例を使用して幅広い種
類の実装を引き出すことができると思われるからである。さらに、構造的特徴及び／また
は方法ステップの例に特有な一部の主題を言葉で説明した場合もあるが、付属の請求項で
定義される主題が必ずしもこれらの説明された特徴または行為に限定されるものではない
ことを理解されたい。例えば、このような機能は、異なる形で分配される場合もあれば、
本明細書で特定されたものとは異なる構成要素で行われる場合もある。むしろ、説明を行
った機能及びステップは、付属の請求項の範囲内のシステム及び方法の構成要素の例とし
て開示されるものである。

【図１】 【図２Ａ】
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